
様式 C-19

科学研究費補助金研究成果報告書

平成21年 6月 10日現在

研究成果の概要：

近年、「 貴族の墓」 に代表さ れる テーベ･ネク ロ ポリ ス の岩窟墓群を取り 巻く 環境が急激に変

化し 、 遺跡が危機的な状況に陥っている 。 本研究では、 こ の状況を改善する ために、 岩窟墓群

の現状を把握し 、 こ の文化遺産に対し 将来的に「 危険を及ぼす要素」 を明ら かにする こ と を目

的に現地調査を実施し た。 本研究は、 保存管理基本計画の策定に向けた 基礎的研究と し て位置

づけら れ、 今後の同地域の遺産の保存に寄与する こ と が期待さ れる 。
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2008 年度 1, 220, 000 366, 000 1, 586, 000
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１ ． 研究開始当初の背景

エジプト ・ アラブ共和国、 首都カイロ から

約 600キロ南に位置する古代テーベの遺跡群

は、1979 年の第 3回世界遺産委員会ルク ソー

ル会議において、 世界で 87 番目の文化遺産

「 古代テーベとそのネク ロ ポリ ス 」 と し てユ

ネスコ世界遺産リ ス ト に登録さ れた。

こ の遺跡群は、エジプト 文明最盛期の繁栄

を証明する 遺産と し てその普遍的価値が認

めら れ、 と り わけ、 同地域に残さ れた古代エ

ジプト 中王国時代から コプト 時代にかけて

の壁画の美術的価値が評価さ れている 。

し かし 、 ナイル川西岸に位置する テーベ・

ネク ロ ポリ ス の岩窟墓群では、 近年、 遺跡を

取り 巻く 環境の変化が加速し ており 、温湿度

の上昇による壁画の崩落、重機の振動による

墓へのダメ ージ、開発に伴う 遺跡破壊などの
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様々な遺跡劣化の問題が表面化し ていた。

中でも 大きな問題と なっていたのが、 岩窟

墓群の上に暮ら し てきた住民の強制移住の

問題である 。 古く から 、 こ れら の墓の上には

現地住民が住宅を建設し 、 住み続けてきた。

エジプト 政府は、 こ う し た住居が遺跡の破壊

と劣化につながる と し て、住民に立ち退きを

求めてきた。 特にこ こ 1～2 年は、 ブルドー

ザーによ る住宅の取り 壊し と いう 強制的な

手段を行使し始めていた（ 下図）。

こ う し た住宅の撤去作業により 、 本来の目

的が遺跡の保存である にも 関わらず、 岩窟墓

に振動などの被害、 また住宅ごと埋蔵文化財

の一部が直接破壊さ れる こ と も 懸念さ れた。

一方、 こ のよ う に急速に遺跡の環境が変化す

る中で、全体的な遺跡の保存管理に関し ては

議論が遅れており 、 現在、 こ の地域で緊急的

に求めら れる のが、 保存管理計画立案に向け

た研究であった。

申請者は、1995 年よ り 早稲田大学エジプト

学研究所が実施するエジプト ・ アラブ共和国

での考古学的調査および保存修復プロジェ

ク ト に参加し 、 研究を継続し てきた。 こ のよ

う にテーベ・ ネク ロ ポリ ス の岩窟墓群におい

て遺跡劣化が急速に進む現在、 こ れを防ぐた

めの 保存管理基本計画の策定に向けた研究

に取り 組むこ と は、長年に渡り 当該地域の遺

産の調査に関わっ てきた研究者と し て責務

である と考え、科学研究費の申請を行う こ と

と し た。

２ ． 研究の目的

遺跡の保存管理基本計画の策定までのプ

ロセス を提示し たガイド ラ インと し て、 オー

ス ト ラ リ ア・ イコモス の Bur r a Char t er があ

る 。 こ の憲章では、 方針の策定前段階で行わ

れるべきプロセス と し て「 その場所の将来に

影響を及ぼす要素に関する情報の収集」 を提

案し ている 。

本研究は、 こ の段階にあたり 、 将来的な遺

跡の保存管理基本計画の策定に向けて 、 その

前段階にある 基礎的研究と し て位置づけら

れる 。 研究期間内では、 岩窟墓群の「 将来に

影響を及ぼす要素」 を明ら かにする こ と を目

的と し 、 そのために必要な、住宅の取り 壊し

に伴う 遺跡現状の緊急調査と 、 岩窟墓の環境

計測の 2点に焦点を絞って現地調査を実施し

情報収集を行った。

３ ． 研究の方法

こ れまでの同地域の研究史を紐解く と 、 遺跡

の「 将来に影響を 及ぼす要素」 については、

カイ ロ ･アメ リ カ大学のケント ・ ウィ ーク ス

博士ら によ り 提示さ れたテーベ・ ネク ロ ポリ

ス の「 王家の谷」 の保存管理基本計画（ K. R. 

Weeks and N. J . Het her i ngt on, The Val l ey of 

t he Ki ngs Si t e Management Mast erpl an, 2006, 

Cai r o. ） において言及さ れている 。こ こ では、

「 将来に影響を及ぼす要素」 を、危険度「 高」

「 中」「 低」 の 3 段階に分類し 、 それぞれの

要と し て以下を挙げている 。

◆危険度「 高」： 洪水、 墓内部の気候、 不

適切な遺跡整備と不適格なメ ンテナンス

◆危険度「 中」： 石灰岩盤の亀裂と構想的

不安定、微生物および動物被害、 不十分な保

存修復、不適切な洪水に対する防護策、 美観

を損ねるインフラ整備、訪問者による擦傷や

接触

◆危険度「 低」： 地滑り 、 地震活動、 不適



切な発掘、 盗掘と破壊

ただし 、 同じテーベ・ ネク ロ ポリ ス内の遺

跡であっても 、「 貴族の墓」 に代表さ れる 岩

窟墓群と王家の谷と では、異なる 要素が存在

する と想定さ れた。 そこ で、 申請者は、 環境

計測などを含め現地調査で得ら れた 基礎デ

ータをも と に、 岩窟墓群の「 将来に影響を及

ぼす要素」 をまと めていく こ と と し た。

４ ． 研究成果

2007 年 12 月～2008 年１ 月、 2008 年 12 月

～2009 年 1 月の期間で、２ 回の実際の現地調

査を行い、「 将来に影響を 及ぼす要素」 に関

する情報を取得する ため、 遺跡の現状調査と

岩窟墓の環境計測調査を実施し た。

( 1)住宅の取り 壊し に伴う 遺跡の現状調査

ク ルナ村の住宅の取り 壊し によ る 変化を

調べる ため、 基本的には外部から 現状を記録

し た。

テーベ・ ネク ロ ポリ ス は、全体と し ては 11

の遺跡エリ アから構成さ れる が、 ｢貴族の墓｣

と し て有名な岩窟墓群が密集する のは下図

に示す「 ド ゥ ラ・ アブ・ アル＝ナーガ地区」、

「 シェイク・ アブド・ アル＝クルナ地区」、「 ア

ル＝コーカ地区」、「 アサシーフ地区」、「 クル

ナッ ト ・ムラ イ地区」の 5 地区である（ 下図）。

現地調査の結果、住民の移住が急速に進行

し 、 保存環境の変化が最も著し いのは、 こ の

う ち「 ド ゥ ラ・ アブ・ アル＝ナーガ地区」、「 シ

ェイク ・ アブド ・ アル＝クルナ地区」、「 アル

＝コーカ地区」 の３ 地区であった。

現地調査の結果、 こ れら の地区で住民の移

住が急速に進行し 、 取り 巻く 環境の変化が最

も著し いのは、 こ のう ち「 ド ゥ ラ ・ アブ・ ア

ル＝ナーガ地区」、「 シェイク ・ アブド ・ アル

＝クルナ地区」、「 アル＝コーカ地区」 の３ 地

区であった。

こ れら ３ 地区では、 研究を終了する 2009

年 3 月時点では、 殆どの家屋の解体・ 撤去が

完了し 、該当する 地区への電力の供給も断ち

切ら れていた。 現状と し ては、 モス ク と一部

の土産物屋が点在し 、 日中のみ利用さ れてい

る 状況である 。 調査時には、 こ れら の点在す

る家屋の位置、写真、属性がわかるよ う 記録

をおこ なった。

又、 申請者は、 早稲田大学エジプト 学研究

所の実施するアル＝コーカ地区の第 47号墓

周辺の第１ 次、 第２ 次発掘調査（ 研究代表

者： 早稲田大学近藤二郎教授） に参加し 、第

47号墓周辺の第 174号墓、第 264号墓、第-62-

号墓、 第-330-号墓内部の壁画およびレリ ー

フの保存状態の調査も並行し て実施し た。

こ れら の岩窟墓群は、 1800 年代（ 下図） か

ら 、 住民の移住が実施さ れた 2007 年まで、

住宅の一部と し て利用さ れていた。

そのため、 保存状態調査の結果では、 住民

の活動による壁画およびレリ ーフへの損傷

が劣化の主な要因であり 、「 将来に影響を及

ぼす要素」 と し て、 住宅と し て利用さ れてき

た際の様々な損傷に起因する さ ら なる劣化

が危惧さ れる 。 こ の調査時には、 エジプト 政

府の要請で、住宅の取り 壊し 後の廃材の除去、

露出し た岩窟墓入口の保安用の鉄扉や夜間

の照明の設置も並行し て行われた。

将来的な保存管理計画においては、 こ う し



た活動が、 計画の第一段階と し て、特定の地

区だけでなく 、 テーベ・ ネク ロ ポリ ス全体に

ついて実施さ れるべきであり 、 アル=コーカ

地区での成果は、住宅撤去後の遺跡の保存管

理工程の第１ 段階のケースモデルと し て国

内外で発表を重ねていきたい。

( 2) 岩窟墓の環境計測調査

遺跡保存環境の観点から 、 テーベ・ ネク ポ

リ ス の岩窟墓を、 １ 日の入場者数などから 、

概ね「 公開中： １ 日 100 人以上」「 公開中：

１ 日 100 人以下」「 非公開」 の３ つのカテゴ

リ ーに分類し た。 こ れら のカテゴリ ーを代表

する 岩窟墓に対象を絞り 、 2007 年 12 月時点

で「 公開中」 の 20 墓、「 非公開」 の 14 墓を

内部または外部から 調査し た。「 公開中」 の

墳墓は、第 255号墓、第 13号墓、第 96号墓、

第 100 号墓、 第 57 号墓、 第 56 号墓、 第 55

号墓、 第 51 号墓、 第 343 号墓、 第 31 号墓、

第 52号墓、第 178号墓、第 295号墓、第 296

号墓、第 192号墓、第 293号墓、第 414号墓、

第 3号墓、 第 335号墓、 第 1号墓内で「 将来

に影響を及ぼす要素」 の抽出およびその危険

度、 墓内部の温湿度の計測をおこ なった。 こ

の結果、 デイル・ アル=メ ディ ーナの第 335

号墓、第 1号墓は観光客の集中と 墓の構造上

の特質によ り 、 岩窟墓内部の温度と相対湿度

が他の墳墓に比べ著し く 高く 、 危険度の高い

墳墓で適切な管理が必要である こ と が把握

さ れた 。「 非公開」 の墓では、 ３ 墓に温湿度

記録用ロガーを初年度に設置し 、 １ 時間ごと

にデータが自動記録さ れるよう に設定し 、最

終年度に温湿度記録用ロガーから の観測デ

ータの回収を行った。

12 月中旬～１ 月中旬の１ ヶ月間は、１ 年間

で最も温度が下がり 、相対湿度があがる 期間

である 。その結果を 2007 年 1 2 月 31 日～2009

年１ 月１ 日の 24 時間の変化のデータで見て

みる と （ 右表）、 外気では、 夜中の温度の低

下と と もに相対湿度が上昇し 、 日の出前の６

時頃に温度が 11. 2℃まで下がり 、 最高湿度

97％を記録し ている 。前日の日中の最高温度

28. 8℃と 最低湿度は 31％と の間のその開き

は温度で約 18℃の差、 湿度で約 60％の差が

でている 。こ れに比べ、岩窟墓（ 第 174号墓）

内部では、 日の出前の６ 時頃に温度の低下は

19. 8℃に留まり 、 相対湿度の上昇も 53%に留

まっている 。前日の日中の最高温度と湿度は

22. 9℃と 最低湿度は 38％と の間のその開き

は温度で約 2. 1℃の差、湿度で約 15％の差で

ある 。 こ の結果から 、冬季の温湿度について

は、外気の相対湿度の日変化が激し いのに対

し 、 岩窟墓内部では、温度湿度と もに比較的

安定し ている こ と が判明し た。
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さ ら に、 最終年度に回収し た 2008 年１ 月

18 日～2008 年 12 月 29 日の期間のデータ（ 次

頁表） では、 8 月下旬から 9 月上旬に岩窟墓

（ 第 264 号墓） 入口部で相対湿度 3％を記録

し ており 、 日中の気温は、 日陰である にも 関

わらず 43℃に達し ている 。 その他の岩窟墓

（ 第 174号墓、 第-32-号墓、 第 264号墓） 内

部のでも同時期に湿度 6％にまで低下し てお

り 、 こ れら の岩窟墓では墓の内外に関わらず、

8 月下旬から 9 月上旬に、 極度に乾燥し た状

態になる こ と が判った。



こ う し たデータから は、 岩窟墓特有の要素

と し て、 岩窟墓が王家の谷の王墓より も小規

模であり 、入口に近い前室にも精巧な壁画や

レリ ーフが集中する 岩窟墓では、 こ れら が特

に外気の影響を受けやすい環境である点を

考慮する必要がある 。その保存管理において

は、 夏季の湿度減少、冬季の湿度上昇の日変

化をどのよ う に小さ く する かが重要な課題

と なろう 。 また、 住宅が取り 壊さ れて入口が

露出し た墓については、 環境変化による 急激

な劣化を引き起こ す可能性がこ う し た岩窟

墓の特定、 早急な調査、 対策を保存管理計画

に盛り 込むべきである 。

( 3)まと め

急速に遺跡環境が変化する 今、 遺跡劣化の

問題は、 テーベ・ ネク ロ ポリ ス の調査に携わ

る各国の調査隊と も 問題意識を共有しエジ

プト 政府と 協力し ていく こ と が不可欠であ

る 。 従って、 今後も 、 こ の問題について各国

の調査隊と議論を深め、 本研究に関わる情報

を発信し ていく こ と を計画し ている 。
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